| ジャ クサ ス | 
航空 研究 開発 機構 機関 誌 


国 


ーー 
ゴー 


INTRODUCTION 


年 の 暮れ 、 日 本 中 を ドキ ドキ ハラ ハラ させ 

た 「 は や ぶさ 」 一 一 その 主役 で ある 川口 淳 

一 郎 プ ロジ ェクト マネ ー ジ ャ ー に 登場 し て 

も らい まし た 。 表紙 の 写真 で 、 手 の ひら が 大 
きく 見 えて 意志 の 強 そ うな 彼 の 一 端 が 類 わ れ ま すね 。 大 
学 時 代 に は 体操 部 に 所 属 し 、 笑 械 体操 を や っ て いた そう 
で す よ 。「 は や ぶさ | の イト カワ 遭遇 劇 の 裏話 が 胸 を 打ち 
ます 。 


さあ 、 い ろ い ろ と 貴重 な デー タ を 取得 し た 「 は や ぶさ 」 の 、 
次 の 主役 は サイ エン ス で す 。 科学 主任 の 藤原 顕 教授 に は 、 
これ まで に 明らか に され た 成果 の 一 端 を 語っ て も らい ま 
し た 。 まだ まだ これ か ら で す 。 と りあ え ず グラ ビア と 一 連 
に お 楽し みく だ さい 。 


今年 の 前 半 の 主役 の 1 つ は 、 大 地 の 表 情 を 見 つめ る 
ALOS 衛 星 で す 。 この JAXA's の 編集 原稿 が 衛星 の 打ち 上 
げ ・ 命 名 に 問 に 合わ な か っ た の は 残念 で す が 、 陸 城 観測 の 
世界 の 拠点 と し て 大 い に 活 躍 し て くれ る で し ょ う 。 私 た 
ち も ALOS チ ー ム と 同じ 目 で 母 な る 大 地 を 見 つめ て いき ま 
696 


次 の 世代 の 基幹 ロケ ッ ト と な る 
H-IIB ロ ケッ ト の 入り 口 に も 入っ 
て み ま し た 。JAXA が みん な で 世 
界 を 担う 輸送 手段 に 仕上 げ て 
いか な けれ ば な り ま せん 。 また 避 
か スト ラス ブー ル の 国際 宇宙 大 
学 で 若者 た ちの た め に 奪 闘 す る 
向井 千秋 さん に 聞き まし た 。 そ 
の バイ タリ ティ と 大 き な 志 に 学 
ぶ も の は 多い で すね 。 


今年 も 多く の 打ち 上 げ が あり ま 
す 。 昨 年 、 野 口 ミッ ショ ン と 「 は 
や ぶさ 」 で 盛り 上 が っ た 勢 い を 、 
Exploration の 旗 E 還 の も と 、 さ ら 
に 高め る 1 年 に し た いも の で す 。 
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三 口 「 せ を 0%] 守 昧 攻 
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か AP AaS 導 窒 me 揚 舌 計 
等 叶 恒 但 つい 会 部 能 宙 選 
SG ト JAJS 押 思 か *GJ ろ 愉 G 公 本 有史 
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所 人 も 上 か レス ン ュ ) ONJ う ) セ 
和紙 の 8 福 要 G 比 涯 じゃ SS" 葵 
征 り 圧計 個 ぐ JJXQ 組 亡 
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所 と Po 赴 と いる 普 選 中 て 
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S6 つ 7) だ ロ い こし せこ 公休 
つづ つ 心 人 * 

三 媒 釧 例 避 マーR ト 四国 
し G 時 北 2mGG^ reco 明 
エロ ペーー る SSM" | 6 巡 和 0%0] 
全 Q 龍 妖 史 師直 望 で > 加 和 を 史 
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ネー ふか ー セ ー ボ ドー6 球 言 史 緒 々 
Re 枢 り 26 人 ト さ RS 本 *esY* 
洋 軍 薄 会 xN 必 TA 上 T 選 へ Tea 
設 13 り 理 愛 9 和 8 和 "系 一 
イル セー ボー リロ 8 羽 全 つ お 3JkJX 
り 羽 倒 工 ひし レン x 詞 暫 症 評 記 
足 公 上 ひ し Ses" し 生 会 QN 
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も 編 斉 叶 愛 mo) のり 家 
つゆ fxe237 3S36 選 帰 つ くめ ぐし 
3263S で 6 お 旬 舞 装 玖 0 や NG 
3 うろ n2JkJNQ33 本 節 芝 し J 
り 議 つつ * 全 人 Se 
北 記 CSG 己 マ の マ G 暑 舞 
引 ぐ 人 トー ホシ も 
326 HHK 計 AU 
ぐる 稚 図 @ 拉 
に Eb: た 3 
KK っ)4636 だ KO 
案 全 ろ 介 全 2 
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「 は や ぶさ 」 が 撮影 し た 地球 :2004 年 5 月 18 日 撮影 


| は や ぶさ 」 が は る ば る と 旅 を し て 、 
た どり 着い た 小惑星 |「 イト カワ |。 今 や 世界 で 最も 
有名 な 小惑星 と な り ま し た 。 
これ まで の 小惑星 の イメ ー ジ を くつ が えす その 姿 。 
科学 的 解明 は これ か ら で す が 、 
現在 、 わ か っ て いる 範囲 で の 、“ こ れ が イト カワ だ "” を お 届け し ます 。 


イト カワ の 素顔 。|[ ラ ッ コ | に 例え 
た 場合 の 、 1 後頭 部 、 2 左側 部 、 
3 右側 部 。 

この ほか に も 「 ジャ ガイ モ ]「 ピー 
カッ 8 川 訪 二 | 還 の の ゆる 
言わ れ て いま す が 、 あ な た は 何 に 
見 えま すか ? 
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" ず 串 | 玄 基 蒲 胞 妹 テ 


RN 
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小惑星 の 中 で も 小ぶり の イト カ 


ワ を 、 東 京 タ ワー や レイ ン ボ ー ブ 
リッ ジ と 比べ て み ま し ょ う 。 


< レイ ン ボ ー ブ リ ッ ジ 吊り 橋 部 全長 918m 


る 中 央 径 間 ・ 約 570m | 


は や ぶさ の 打ち 上 げ 時 、「1998 
SF36」 だ っ た 「 イト カワ 」。 地 名 も 
75/ ゆ 7 だ ん らら けり 肖 巡 所 GU まま 69 に 結語 
ゼス の 海 、 リ トル ウー メラ 砂漠 、 
内 之 浦 ……。 着 陸地 点 の 名 称 も 
2000 名 も の 皆さん の 応募 か ら 、 
「 は や ぶさ ポイ ント ]」 と 名 付け ら 
れ ま し た 。 こ れ か ら 小 さ な ク レー 
ター ひと つ ひ と つ に 名 前 が 付け 
られ 、 地 図 が 埋まっ て いく こと で 
まう 。 


リト ルウ ー メ ラ 砂 漢 
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内 之 浦 


9/ の 4//!997429 ら だ 4 


ミュ ー ゼ ス の 海 
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1 月 19 日 、 種 子 島 宇 宙 セ ンタ ー か ら H-IIA ロ ケッ ト 8 号機 で 、 見 
陸 域 観測 技術 衛星 ALOS(Advanced Land Observing Satellite) が 打ち 上 げ ら れ ま す 。 
JAXA の 新しい 地球 観測 衛星 ALOS は 、 で 
地球 資源 衛星 1 号 [「 ふ よう 」] や め 
地球 観測 プラ ッ ト フ ォ ー ム 技術 衛星 [みどり 」 で 開発 し て きた 
陸 域 観測 技術 を さら に 高度 化し 、 る 
高 分 解 能 の 陸 域 観測 デー タ を 全 地 球 的 規模 で 収集 する こと を の 


目的 と し た 衛星 で す 。 
は 
大 


地 

ALOS は 技術 検証 衛星 な 
が ら 実 利用 に 近い と ころ を 狙 の 
っ た 衛星 で す 。 

折 し も 、 新 潟 上 中越 地震 、 表 
スマ トラ 沖の 津波 、 ハ リ ケ ー 
ン に よる 大 洪水 等 大 規模 な 情 
災害 が 頻発 し て お り 、 衛 星 に 
よる 状況 把握 が ます ます 重 
= に 6 つく SGDOEEG 店 

AN 

ぼ 、 広 観測 幅 、 昼 夜 ・ 天 師 2 

(生生 タ は 
国際 的 に も 期待 され て いま 
9 本 

また 、ALOS は 2 万 5000 分 八 | の 
の 1 の 地図 を 作成 する た め に 
必要 な 技術 を ぎっ し り 詰 
込ん だ 衛星 で す 。 国 内 の 地図 
更新 は も と より 、 整 備 が 遅れ 
て いる 開発 途上 国 の 地図 作 


て は 訓 翌 源 


ラク / MA の 笑 ・ 芝 才 


ー ュ ペー 区 人 テロ NiHNI の の OF タテ 
スタ / 
正夫 弄 岬 


成 に も 大 い に 頁 献 で きる と 考 
で いい EYE。 
ALOS は 衛星 利用 に よる 
「 安全 ・ 安 心 な 社会 へ の 貢 
献 ] の 一 環 と し て 開発 を 進め 
て 参り まし た 。 い よい よそ の 
最終 段階 を 迎え る わけ で す 
が 、 ミ ッ シ ョ ン 達 成 に 向け 
ALOS メンバ ー の カ を 結集 し 
(適度 な 緊張 と 期待 を 維持 
時 55)) 計 2 ルス 
運用 に 望み ます 。 


PRISM で の 観測 (予想 図 ) 


ALOS の デー タ を 用 いて 、 全 世界 
の 陸 域 で 1/2 万 5000 の 地形 図 を 
作成 し ます 。 
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鹿 牙 凍 半 9 只 藻 
に ドド に 3 ) 


簡 吉 区 嘆 六 
crT9L 


地域 観測 


世界 各地 域 に お いて 、 環 境 と 調 
和 し た 開発 を 可能 に する 地域 観 
測 を 実施 し ます 。 


恒 各 計時 交 rm ( 習 詳 S(r 


1 


誠 避 (Y 癌 漏 導 土 ) 「 居 吾 立 豆 局 半 


蹴 潜 鷲 芝 ③ 竣 党 農 
惑 S 荘 党 回 

只 」S 息 土 瑞 逝 困 

茸 ③ 図 千 S 四 人 器 (c 半 各 告 表 寺 汗 
NN づる 受 回 若 呈 沈 詩 図 和 信 
(c 計 merrrriS 党 

多 る の 〇 ビ ァ ご 

胃 送 ペー 人 は さぶ 

甘え スー キ マキ S 党 


災害 状況 把握 


国内 外 で 突発 的 に 発生 する 地 
震 、 火 災 、 噴 火 、 重 油 流出 な どの 
大 規模 災害 の 際 に 、 す ば や く 被 
災 地 域 の 状況 を 把握 し ます 。 


WV 山 N*S/77 
0 エコ 


資源 探 信 


地形 の 特徴 な ど を 解析 する こと 
で 、 未 開発 の 地下 資源 探査 に 利 
用 する こと が で きま す 。 
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16.5 ト ン の 
HTV を ISS 軌 道 へ 運ぶ 
HH-IIB ロ ケッ ト 、 
新た に 開発 スタ ー ト 


日 本 の 宇 F 宙 港 、 鹿 児 


その 中 で も 最大 の 発射 場 で ある 種子 島 の 吉信 射 点 か ら 載 音 を 堆 か せ て 


島 宇 宙 セ ンタ ー。 


力強く 飛翔 する H-IIA ロ ケッ ト 。 この HL-IIA ロ ケッ ト を 
パワ ー ア ッ プ し 、 国 際 宇宙 ステ ーション や 月 面 へ の 物資 輸送 な ど 


将 米 の 新しい ミ 


ッ シ ョ ン へ の 可能 性 を 開く 新しい ロケ ッ ト 、 
H-IIB の 開発 が この 夏 、 本 格 的 に 始動 し た 。 今 


スポ ッ ト を あて 、 その 概要 を 紹介 する 。 


H-IIB ロ ケッ ト の 主要 な 目的 は ふた つ 
ある 。 ひ と つ は 宇宙 ステ ーション 補給 機 
(HTV) ( 注 1) を 打ち 上 げ る こと で ある 。 
も う ひ と つの 目的 は 、 H-IIA ロ ケッ ト と 
H-IIB ロ ケッ ト を 併せ て 運用 する こと に 
より 幅広 い 打 ち 上 げ ニ ー ズ に 対応 する 
と と も に 、 その 高い 打ち 上 げ 能 力 を 活か 
し て 複数 の 衛星 を 同時 に 打ち 上 げ る こ 

に より 打ち 上 げ コ スト の 削減 を 図り 、 
我が国 の 宇宙 産業 を 活性 化す る こと で 
ある 。 


打ち 上 ば げ 能 力 を 上 げ る た め 、 固 体 ロ 
ケッ トブ ー ス ター (SRB-A) を 4 本 と し 、 
第 1 段 液体 ロケ ッ ト エ ンジ ン (LE-7A) を 
2 基 束ね て (クラ スタ 化 ) いる 。 また 、 第 
1 段 タ ンク の 直径 を 従来 の 4 m か ら 5.2 

m に 拡大 し 、 全 長 を 1 m 伸 長 す る こと 
に より 推進 華 を より 多く 搭載 で きる よ 

に し た 。HTV 打 ち 上 げ 時 に は 、HTV 
専用 フェ アリ ング を 用 いる 。 な お 、 それ 
以外 の 搭載 機器 や 地上 設備 に つい て 


最大 打ち 上 げ 能 力 

最大 打ち 上 げ 能 力 GTO( 注 2) HTV 軌 道 ( 注 1) 
H-IA ロ ケッ ト 約 6 トン 約 12 ト ン 
H-IB ロ ケッ ト 約 8 トン 約 16.5 ト ン 


は 、 こ れ ま で 運用 実績 の ある H-IIA ロ ケ 
ッ ト と 極力 同一 仕様 ・ 構 成 を 踏 肌 し 、 開 
発 リ スク お よび コス ト の 低減 を 図っ て 
いる 。 


現時 点 で は 具体 的 な 計画 に は な っ て 
いな い が 、 将 来 構想 と し て は 、 こ の H-l 
B ロ ケッ ト を 用 いる こと で 、 月 面 上 へ の 
物資 輸送 や 深 宇 宙 探 査 の 可能 性 も 広 
が っ て くる 。 日 本 が 世界 に 先駆 け て いる 
無人 ロボ ッ ト 技 術 と あわ せる こと に よ 
り 、 月 利用 ( 注 3) の 基 毅 技術 の 蓄積 、 デ 
ー タ の 取得 も 可能 と な る 。 


現在 、H-IIB ロ ケッ ト の 開発 は 、 基 本 
設計 作業 や 開発 試験 、 大 型 タ ンク 製造 
設備 の 整備 等 を 進め て いる 。 今後 、 い く 
つか の 開発 の 山場 を 越え 、 我 が 国 の 宇 
宙 開 発 の 現在 と 将来 を つなぐ 人 架け橋 と 
し て 、 種子 島 宇 宙 セ ンタ ー か ら 打 ち 上 
げ ら れる 。 


今回 、 そ の H-IIB ロ ケッ ト に 


Mo] 


H-IB ロ ケッ ト 
主要 諸 元 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー コ ュ 


月 利用 


JAXA で は 、 月 利用 に 関し て 以下 
の 3 つの 柱 を 長期 ビジ ョ ン と し 
て いる 。 

・ 月 に 安定 し た 基地 を 作る こと 
で 、 恒 久 的 な 月 探査 と 月 面 天 
文 台 を 可能 に する 。 

・ 月 の 資源 を 有効 に 活用 する 。 

・ 他 の 惑星 に 行く た め の 拠点 と 
する 。 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


H-IA ロ ケッ ト と 


H-IB ロ ケッ ト の 比較 
緒 元 HIIA202 
Standard Heavey Lift 
(計画 中 ) 
全長 (m) 53 56 
質量 (ton) 289 551 
SRB-A 2 4 


GIO 


静止 トラ ンス ファ ー 軌 道 
Geos787O7g7y 7787S76/ 〇 7 の 


人 工 衛星 を 静止 軌道 に 投入 す 
る 前 に 、 ロ ケッ ト に より 投入 さ 
れる 軌道 。 遠 地点 3 万 6000km、 
近地点 200ー300km の 柄 円 軌道 
で 、 遠 地点 で 衛星 の ロケ ッ ト エ ン 
ジン に 点火 し 静止 軌道 に 投入 す 
る 。 実 用 ロケ ッ ト の 打ち 上 げ 能 力 
を 表す 場合 、「GTO に 何 ト ン ( の 
衛星 を 打ち 上 げ ら れる か ) 」 で 表 
現す る こと が 多い 。 


HIV 


宇宙 ステ ーション 補給 機 
訂 -/ 777S 婦 7 V6/7/C/6 


国際 宇宙 ステ ーション (ISS) に 
は 、 運 用 期間 中 、 水 、 食 料 な どの 
生活 物資 や 、 新 し い 実験 装置 、 実 
験 用 サン プル な どの 研究 用 資材 
な ど を 継続 的 に 運ん で いく 必要 
が ある 。 我 が 国 で は 、 こ れ ら の 物 
資 を 現在 開発 中 の HTV 内 に 格納 
し 、H-TB ロ ケッ ト で 打ち 上 げ る こ 
と に より 、ISS 計 画 を 支え て いく 。 
HTV 軌 道 と は 、HTV が 自力 で ISS 
へ の ラン デブ ー 飛 行 に 移る 前 に 、 
ロケ ッ ト に より 投入 され る 低 高度 
の 本 円 軌道 の こと を いう 。 
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ノ ヨ ー ゞ 
衛星 打ち 上 け 
種子 島 宇 宙 セ ンタ ー と 内 之 浦 宇 
再 空間 観測 所 で は 、 こ の 1、2 月 に 
3 機 の 人 工 衛星 打ち 上 げ が 予定 
され て いま す 。 各 サイ ト で は 衛星 
系 、 ロ ケッ ト 系 、 射 場 系 と 打ち 上 
げに 向け 整備 作業 が 進め られ て 
いま す 。 
種子 島 宇宙 セン ター 

| 細 抽 術 和 星 


本 誌 (12、13 ペ ー ジ ) の と お り 、 打 
ち 上 ば げ は 1 月 19 日 の 午前 10 時 半 
過ぎ の 予定 。 


RSCJAXA 


つの デー 本 i ト ーー 

種子 島 宇 宙 セ ンタ ー 射 場 に 
2 つの H-IIA ロ ケッ ト 

大 型 ロ ケッ ト 組 立 棟 で 最終 準備 作業 を 
進め る 8 号機 (ALOS の マー ク が 見 える ) 。 
組立 棟 の 扉 の 向こう 約 500m の と ころ を 、 
「 極 低音 点検 | の た め 第 1 射 点 に 向かう 9 
号機 が 見 えま す 。 種 子 島 宇宙 セン ター で 
整備 作業 中 の 2 機 の H-TA ロ ケッ ト で す 。 
(撮影 12 月 19 日 ) 


INF ロ RIMIATIOIN ら 
宇宙 も 光 通 信 の 時 代 に ! 


| きら 0] 
光 通 信 実 験 に 


12 月 9 日 、 光 衛星 問 通信 実験 衛 
星 「 き ら り ] は 欧州 宇宙 機関 (ESA) 
の 先端 型 デ ー タ 中 継 技術 衛星 
| アル テ ミ ス 」 と の 、 双 方 向 光 衛 
星 間 通信 実験 に 成功 し まし た 。 
秒速 数 km で 移動 し な が ら 約 4 万 
km 離れ た [衛星 間 ・ 双 方 向 光 通 
信 」 は 、 高 度 な 技術 が 必要 で 、 こ 
の 成功 は 世界 初 と な り ま し た 。 
|「 きらり] は 、 昨 年 8 月 24 日 ロシア 
の ドニ エ プ ル ロケ ッ ト で 打ち 上 げ 
られ た も の で 、 今 後 「| ア ル テ ミ ス 」 
と の 光 衛 星 間 通信 実験 を 続け 、 
その 後 、 統 計 的 デー タ 取得 等 の 
作業 を 行う 予定 で す 。 


整備 中 の MTSAT-2 (国土 交通 省 ノ 気象 庁 提 供 ) 


MI SA | 外人 星 新 2 
昨年 2 月 26 日 に 打ち 上 げ ら れ た 運 
輸 多 目的 衛星 (ひま わり 6 号 ) と 
と も に 、 航 空 管制 、 気 象 観 測 2 つ 
の ミッ ショ ン が あり ます 。 航 空 ミ ッ 
ショ ン 箱 星 を 使っ た 新た な 航空 保 
安 シ ステ ム を 構築 し 、 ア ジア 太平 
洋 区 域 の 航空 交通 容量 の 拡大 と 
安全 性 の 向上 を 図り ます 。 気 象 
ミッ ショ ン は 、 気 象 イ メー ジャ に 
よる 観測 と 気象 デー タ の 収集 ・ 配 
信 を 行う も る の で 、 現 在 運 用 中 の 
| ひま わり 6 号 」 の 気象 ミッ ショ ン 
運用 が 終了 する まで は 、 予 備 衛 
星 と し て 軌道 上 で 待機 し ます 。 
H-IIA ロ ケッ ト 9 号 機 で 、2 月 15 日 
に 打ち 上 げ の 予定 で す 。 (株 式 会 
社 ロ ケッ トシ ステ ム か ら 打 ち 上 ば げ 
業務 を 受託 ) 


内 之 浦 宇宙 空間 観測 所 
ASTR0-Fygxxsg 


ASTRO-F は 、 軌 道上 赤外線 望遠 
鏡 を 持つ 衛星 で 、 単 独 の 本 格 的 
な 赤外線 天文 衛星 と し て は わが 
国 初 と な り ま す 。 

2 月 18 日 、MV ロ ケッ ト 8 号 機 で 高 
度 約 750km の 太陽 同期 極 軌道 に 
打ち 上 げ ら れる 予定 で す 。 


組立 て の た め 移 動 中 の M-V ロ ケッ ト 8 号 機 第 1 段 モ ー タ ー 


INFORMIATION4 


設計 大 賞 に 東北 大 学 大 学院 「 地 球 大 気流 出 観 測 衛星 」 


和 13 回 衛星 設 語 


月 30 日 、 東 京都 立 航空 
門 学 校 で 、JAXA、 日 本 機械 


工業 高 


学会 、 日 本 航空 宇宙 学会 、 電 子 


情報 通信 学会 


13 回 衛星 設 
され まし た 。 


な どの 共催 で 、 第 
計 コ ン テ ス ト が 開催 


35 の 応募 作品 か ら 最 終 審 査 会 に 


残 の た 設 設計 ・ 
ム と ジュ ニ 


アイ デア 部 門 10 チ ー 
部 門 4 チ ー ム で 争わ 


れ 、 設 計 大 賞 に 東北 大 学 大 学院 
の | 地球 大 気流 出 和 観測 衛星 ] が 、 


設計 大 賞 (上 ) と 
アイ デア 大 賞 ( 右 ) の 作品 


JAXASs 
回 回 天 
回 宇宙 航空 研究 開発 機構 機関 誌 


発行 企画 借 JAXA( 宇 宙 航 空 研究 開発 機構 ) 
編集 制作 傘 財 団 法人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム 
デザ イン 欠 Better Days 

印刷 製本 供 株 式 会 社 ビ ー・ シ ー・ シ ー 


平成 18 年 1 月 13 日 発行 


JAXA's 編集 委員 会 

委員 長 的 川 枯 宮 

副 委 員 長 矢代 清高 

委員 浅野 眞 / 寺 門 和夫 
顧問 山根 一 眞 


再生 紙 (古紙 100%) 使用 


二 コ ン テ ス ト 開 催 


アイ デア 大 賞 に 国立 鳥羽 商船 高 
等 専門 学校 の [宇宙 で 洗濯 !| な 
どの 各 賞 が 決定 し まし た 。 な お 、 
今回 か ら こ れ ま で の 大 学院 、 大 
学 、 高 等 専門 学校 か ら だ け の 応 
募 か ら 、 新 た に 高校 生 を 対象 と 
し た ジュ ニア 部 門 が 設け られ 、 
初 の 高校 生 ジ ュ ニ ア 部 門 賞 に 

口 県 厚狭 高校 が 選ば れ ま 届 

今後 、 よ り 幅 広い 作品 の 応募 が 
期待 され ます 。 


利用 
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第 27 思 宙 ス テー ショ ン 利用 計画 
ワー クシ ョ ッ プ の 
| LILI 

肝 催 


、8 日 の 2 日 間 、 江 戸 東京 博 
で 第 27 回 宇宙 ステ ーション 
計画 ワー クシ ョ ッ プ が 開催 
され まし た 。 

ワー クシ ョ ッ プ は 、 国 際 宇 宙 ス テ 
ーション (ISS) ノ き ぼ う の 利 用 に 
関し て 、「ISS 計 画 プ き ぼ う 利 用 
の 現状 と 有人 宇宙 開発 の 将来 ビ 
ジョ ン 」 と [| 初期 利 用 に 続く き ぼ 
う 利 用 の 新た な 展開 」] を テー マ と 
し て 、ISS 利 用 者 や 一般 の 方 々 と 
の 意見 交換 を 行う こと を 目的 と 
し て 開催 され まし た 。 
JAXA か ら 1SS 計 画 プ き ぼ う の 現 
状 と 今後 の 取り 組み な ど に つい 
て 報告 し 、 利 用 者 、 研 究 者 か ら は 
これ ら に 対す る 要望 、 提 案 が 出さ 
れる な ど 、 活 発 な 意見 の 交換 が 行 
われ まし た 。2 日 間 で 約 400 名 も の 
参加 者 が あり 盛況 な ワー クシ ョ 
ッ プ で し た 。 


本 社 

= 航空 宇宙 技術 研究 セン ター 
s〒182-8522 

東京 都 調布 市 深大寺 東町 7-44-1 

TEL : 0422-40-3000 

FAX : 0422-40-3281 


航空 宇宙 技術 研究 セン ター 
飛行 場 分 室 

〒181-0015 
東京 都 三鷹 市 大 沢 6-13-1 
TEL : 0422-40-3000 

FAX : 0422-40-3281 


上 東京 事務 所 

〒100-8260 

東京 都 二 代田 区 丸の内 1-6-5 
丸の内 北口 ビル ディ ング (受付 2 階 ) 
TEL : 03-6266-6000 

FAX : 03-6266-6910 


相模 原 キャ ン パ ス 
|〒229-8510 

神奈 川 県 相模 原市 由 野 台 3-1-1 
TEL : 042-751-3911 

FAX : 042-759-8440 


筑波 宇宙 セン ター 
〒305-8505 

茨城 県 つく ば 市 千 現 2-1-1 
TEL : 029-868-5000 
FAX : 029-868-5988 


角田 宇宙 セン ター 
〒981-1525 

宮城 県 角田 市 君 意 字 小 金沢 1 
TEL : 0224-68-3111 

FAX : 0224-68-2860 


種子 島 宇宙 セン ター 内 之 浦 宇宙 空間 観測 所 地球 観測 セン ター 
〒891-3793 〒893-1402 〒350-0393 

鹿児島 県 熊毛 郡 南種子 町 鹿児島 県 肝属 郡 肝付 町 埼玉 県 比企 郡 鳩 山 町 大 字 大 橋 
大 字 茎 永 字 礎 津 南方 1791-13 字 沼 ノ 上 1401 


TEL : 0997-26-2111 
FAX : 0997-26-9100 


TEL : 0994-31-6978 
FAX : 0994-67-3811 


TEL : 049-298-1200 
FAX : 049-296-0217 


= 主 能 代 多目的 実験 場 
月 〒016-0179 
秋田 県 能代 市 浅 内 字 下 西山 1 
TEL : 0185-52-7123 
FAX : 0185-54-3189 


地球 観測 利用 推進 セン ター 
〒104-6023 

東京 都 中 央 区 晴海 1-8-10 
晴海 アイ ラン ド トリ トン スク エア 
オフ ィ ス タワ ー メ X 棟 23 階 

TEL : 03-6221-9000 

FAX : 03-6221-9191 


三陸 大 気球 観測 所 
諾 〒022-0102 
岩手 県 大 船渡 市 三陸 町 吉浜 
TEL : 0192-45-2311 
FAX : 0192-43-7001 


名 古屋 駐在 貞 事務 所 勝浦 宇宙 通信 所 増田 宇宙 通信 所 
〒460-0022 〒299-5213 〒891-3603 

愛知 県 名 古屋 市 中 区 金山 1-12-14 千葉 県 勝浦 市 芳賀 花 立山 1-14 鹿児島 県 熊毛 郡中 種子 町 
金山 総合 ビル 10 階 TEL : 0470-73-0654 増田 1887-1 


TEL : 052-332-3251 FAX : 0470-70-7001 
FAX : 052-339-1280 


TEL : 0997-27-1990 
FAX : 0997-24-2000 


臼田 宇宙 空間 観測 所 沖縄 宇宙 通信 所 小笠 原 追跡 所 
〒384-0306 〒904-0402 〒100-2101 
長野 県 佐久 市 上 小田 切 沖縄 県 国頭 郡 恩納 村 字 安富 祖 東京 都 小 笠原 村 父島 桑 ノ 木山 
字 大 曲 1831-6 金 良 原 1712 TEL : 04998-2-2522 
TEL : 0267-81-1230 上 TEL : 098-967-8211 FAX : 04998-2-2360 
FAX : 0267-81-1234 FAX : 098-983-3001 
| 海外 駐在 上 員 事務 所 | 
サン 浦 宇宙 空間 観測 所 ワシ ント ン 駐 在 員 事務 所 
南国 鹿児島 の 内 之 浦 に 、 JAXA Washington D.C. Office 
12 月 の 積雪 量 と し て は 記録 的 な 大 雪 で す 。 USM9S0MMMSMUB 


Washington D.C. 20006 U.S.A. 
TEL:+1-202-333-6844 
FAX:+1-202-333-6845 


12 月 22 日 未明 か ら 降 り 続 いた 雪 は 
10cm に も な り ま し た 。 


ヒュ ー ス トン 駐在 上 事務 所 
JAXA Houston Office 
Cyberonics bldg., Suite 201.16511 Space Center Blvd., 
Houston, TX 77058 U.S.A. 
TEL:+1-281-280-0222 
多目的 実験 場 FAX:+1-281-486-1024 
事業 所 の 中 で 最も 北 に 位置 する 能代 。 

冬 の あい だ は 、 日 本 海 か の ら の ケネディ 宇宙 セン ター 駐在 上 事務 所 

シベ リア お ろ し の 季節 風 が 吹き 荒れ 、 JAXA KSC Liaison Office 

寒い 日 々 が 続き ます 。 O&C Bldg., Room No.1014, Code: JAXA-KSC 
John F. Kennedy Space Center, FL 32899, U.S.A. 
TEL:+1-321-867-3879/3295 
FAX:+1-321-452-9662 


パリ 駐在 貞 事 務 所 
JAXA Paris Office 
人 @ 3 Avenue Hoche, 75008-Paris, France 
/ [JAXA i は 、 TEL:+33-1-4622-4983 
あな た と 宇宙 を 結ぶ FAX:+33-1-4622-4932 
窓口 で す 。 
バン コク 駐在 貞 事務 所 
JAXA Bangkok Office 
B.B Bldg., 13 Flr.Room No.1305 
54 Awoke Road, Sukhumvit 21, 
Bangkok 10110, Thailand 
TEL:+66-2-260-7026 
FAX:+66-2-260-7027 


に 肥 絡 2 
ショ ッ プ & レ スト ラン 
隊 較 


至 品川 四 至上 野 
一 還 _ 画 東京 駅 | =m = ==m me 二 | 


東京 駅 丸の内 北口 より 徒歩 1 分 10:0020:00・ 年 中 無休 (元旦 を 除く ) 


宇宙 航空 研究 広幸 部 〒100-8260 東京 都 千 代田 区 丸の内 1-6-5 JAXA ホー ムペ ー ジ http://Wwwjaxa.jp 
宇 還 航 空 研究 開発 機構 丸の内 北口 ビル ディ ング 2F 宇宙 情報 セン ター ホー ムペ ー ジ http://spaceinfo.jaxa.jp 


A Expl ion A に 
(RB TEL:03-6266-6400 FAX:03-6266-6910 最新 情報 メー ル サ ー ビ ス http://www.jaxajp/pr7mail/ 


